
  

新年あけましておめでとうございます 本年もよろしくお願いいたします 
 

 

本康歯科ニュース 
 

「世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！！ 
 

８０２０達成率が 61.5％に 

令和 6 年歯科疾患実態調査の結果が発表され、8020 達成者は 61.6％となり、2 年前の前回調査時より 9.9 ポイ

ント増加。 
1 人平均現在歯数を年齢階級別でみると、60～64 歳で 27.7 本、65～69 歳で 23．4 本、70～74 歳で 21.3 本、75
～79 歳で 19.5 本、80～84 歳で 19.1 本、85 歳以上で 14.5 本となった。 
喪失歯を有する者の割合は、15 歳以上 30 歳未満までは 1％に満たないが、年齢階級が上がるにつれ高くなり、

75 歳以上 85 歳未満で約 90％、85 歳以上で 96％。 
関連して、補綴物の装着者は、65 歳以上で半数を上回った。80 歳未満ではブリッジが最も高く、部分床義歯装

着者は全部床義歯装着者と比較して、いずれの年齢階級でも高い。インプラント装着者の割合は、75 歳以上 80
歳未満が 7.6％と最も高かった。 
また、歯肉出血を有する者の割合は、年次推移に置いて 65 歳以上で概ね増加し、80～84 歳で 50.3％。4 ミリ以

上の歯周ポケットを持つ者の割合も同様で、80～84 歳で 61.6％となった。男女別にみると、どちらも女性に比

べて男性が 10 ポイント前後高い。 
さらに、過去 1 年間に歯科検診（健診）を受診した人の割合は 63.8％で、男性 60.6％、女性 66.5％。年齢別に

みて最も低かったのは 20～24 歳の男性で 36.4％だった。 
少しづつですが、口腔環境が良くなってきています。今年も頑張っていきましょう。 


